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■ 表２　直接搬入日程表（自己搬入用）

　一般家庭ごみの年末年始の収集日は、表１「年末年始の一般家庭ごみ
収集日程表」をご確認ください。
年内の粗大ごみ収集について
▷電話… 12 月 15 日㈮午後 5 時までに粗大ごみ電話申込センター（☎
0800・123・5300）へ。携帯電話からは（☎0725・23・8522）
▷ファクス…12 月 15 日㈮午後５時までに 0800・500・5300 へ（主に
聴覚障がい者などが対象）
▷インターネット…12 月 13 日㈬までに専用サイト（https://s-kantan.
com/sodai-izumiotsu-u/）から収集予約
　なお、粗大ごみ申込センターの受付業務は、12 月 29 日㈮～１月 3 日
㈬まで休みです。
小型家電の宅配便回収は、年末年始も回収します。
申込・詳細はインターネットで「リネットジャパン 泉大津」と検索。
※パソコンは 1箱分無料。最短翌日回収。
焼却場へ直接搬入する場合
　多量のごみや事業所・商店などのごみを直接ごみ焼却場に搬入する場
合の年末年始の日程は表２のとおりです。

P23 をご参照ください。

【発行できる証明書など】
①住民票の写し（外国人住民票含む）・住民票記載
事項証明書（手書きのものを除く）
②印鑑登録証明書（印鑑登録カードが必要）
③市・府民税課税証明書（必ず事前に電話などでご
確認ください）
④現在戸籍謄抄本
　なお、①・③・④は、委任状での取り扱いはでき
ません。
問合　市民課（市役所１階４番窓口）

　市役所の年内の業務は 12 月 28 日㈭までとなります。12 月 29 日㈮～
１月３日㈬まで閉庁し、新年の業務は１月４日㈭からとなります。ただ
し、婚姻届などの戸籍関係の届け出は、年末年始の休み期間中でも市役
所当直室（市庁舎地階）で受け付けます。市営葬儀（死亡届を含む）は
１月１日㈷が、また、火葬場は１月１日㈷、２日㈫が休みです。
日曜証明書発行業務について　問合　市民課
　日曜証明書発行業務で発行できるのは、右に示す証明書などです。な
お、年末最終日は 12 月 24 日㈰です。また、１月 7日㈰から実施します。
ふれあいバスについて　問合　高齢介護課
　12 月 29 日㈮～１月３日㈬まで運休します。

市 役 所 本 庁 な ど の 業 務

ご み 収 集 な ど

年末年始の救急医療 年末年始の
歯科急病診療

突然の病気やケガで判断に迷っ
たら下記に相談を。
▷救急安心センターおおさか
（365 日 24 時間）…☎＃7119、
または☎06・6582・7119
▷小児救急電話相談（365 日午
後８時～翌朝８時）…☎＃8000
または☎06・6765・3650

適切な医療機関が
わからない場合

小児救急の輪番体制

可燃ごみ
収集コース

月・木曜日
コース
火・金曜日
コース
水・土曜日
コース

可燃
ごみ
28日

29日

30日

カンビン
せともの等
20日

20日

19日

古紙類

27日

27日

26日

可燃
ごみ
4日

5日

6日

カンビン
せともの等
17日

17日

16日

■ 表１　年末年始の一般家庭ごみ収集日程表
年始収集始業日（1月）年末収集最終日（12月）

可燃ごみ・資源ごみ
粗大ごみ

年　末

12月28日㈭まで

年　始

1月15日㈪から

年末は混雑が予想されますので搬入は早めにお願いします。
※泉北クリーンセンター（和泉市舞町87番地　☎41・2030）
搬入時間は、月～金曜日の午後０時45分～４時30分（土・日
曜日、祝日を除く。）
　環境課の窓口で搬入許可書を配布しています。また、泉北環
境整備施設組合のホームページからもダウンロードできます。

日　程
12/29 ㈮～
１/３㈬
12/29 ㈮

12/30 ㈯

12/31 ㈰
１/１㈷
１/２㈫
１/３㈬

時　間
午前９時～正午、午後 1 時～
4 時、午後 5 時～ 10 時

午後 11 時～翌朝 6 時

　　　　　　　医療機関
泉州北部小児初期救急広域センター
（☎072・443・5940）
市立貝塚病院（☎072・422・5865）
和泉市立病院（☎0725・41・1331）
阪南市民病院（☎072・471・3321）
市立岸和田市民病院（☎072・445・1000）
岸和田徳洲会病院（☎072・445・9915）
和泉市立病院（☎0725・41・1331）
泉大津市立病院（☎0725・32・5622）

容器包装プラ
ペットボトル
29日

28日

25日

古紙類

10日

10日

9日

容器包装プラ
ペットボトル
5日

4日

8日

問合　環境課（市役所２階 21 番窓口）

市役所は 12 月 29 日㈮～１月３日㈬まで閉庁します。

年末年始の市役所業務スケジュール

午後 11 時～翌朝 5 時 30 分

午後 11 時～翌朝 6 時

午後 11 時～翌朝 7 時

午後 11 時～翌朝 6 時
午後 11 時～翌朝 6 時
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－平 成 28 年 度　泉 大 津 市 決 算 特 集－
財政健全化指標の改善へ

287 億 5,402 万円

15万 1,632 円
市民１人あたりの市税負担額

歳 入
◎一般会計　歳入の概要
①市税…歳入の根幹である市税は、法人市民税で 7,293 万円の減と
なったものの、個人市民税で 1 億 354 万円の増、固定資産税で
6,738 万円の増、軽自動車税は平成 28 年度から税率が変わったこと
により、1,681 万円の増となり、全体で前年度比 0.9％増の 114 億
1,619万円となりました。
②税外収入…財産収入は、河原町市営住宅の余剰地の土地売払収入が
あったことから 1億 2,286 万円の増、寄附金はふるさと納税の効果に
より 1億 1,773 万円の増となったものの、繰入金は、財政調整基金繰
入金が 7億円の減、水道事業会計繰入金が 3,449 万円の減などにより
5億8,680万円の減、繰越金は、前年度純剰余金が9,394万円の減な
どがあり、全体で前年度比17.6％減の20億4,490万円となりました。
③国庫支出金…年金生活者等支援臨時福祉給付金の補助金が 2 億
2,845万円の増、障がい者総合支援負担金6,470万円の増などがあっ
た一方で、地域活性化・地域住民等緊急支援交付金 1 億 7,425 万円
の減、小学校整備事業費交付金 1 億 5,499 万円の減、臨時福祉給付
金および子育て世帯臨時特例給付金にかかる事業費補助金が 1 億
2,128 万円の減、生活保護費負担金 5,671 万円の減などにより、前
年度比4.6％減の51億9,666万円となりました。
④地方交付税…地方財源の均衡化を図るため、国税の一定割合などが
地方公共団体に交付されるもので、前年度比 6.9％減の 37 億 1,832
万円となりました。
⑤市債（借入金）…総合体育館大規模改修に伴う事業債で 2 億 770
万円の増、小学校整備事業債で 1 億 3,630 万円の増、新消防庁舎建
設に伴う事業債で 1 億 2,480 万円の増などにより、前年度比 18.4％
増の 24 億 62 万円となりました。また、借換債を除いた実質的な決
算額は前年度比20.3％増の21億2,390万円となりました。
⑥府支出金…連続立体交差事業費委託金は 8,733 万円の増、障がい
者総合支援負担金は 3,433 万円の増、宝くじ社会貢献広報市町村補
助金は 3,000 万円の増などがあった一方で、公園施設整備事業補助
金で 7,730 万円の減、国勢調査委託金で 3,382 万円の減、乳幼児医
療費等助成事業補助金で 2,276 万円の減などにより、前年度比 0.6％
減の22億3,672万円となりました。
⑦譲与税・交付金…地方消費税交付金は 1 億 6,103 万円減の 13 億
3,852 万円となり、そのうち社会保障財源にあたる 5 億 9,380 万円
を障がい福祉サービス給付などの社会保障施策の財源として活用しま
した。全体では、前年度比12.2％減の17億4,061万円となりました。

■ 平成 28年度決算の概要

平 成 28 年 度 決 算 の 概 要

個人市民税
法人市民税
固定資産税
軽自動車税
市たばこ税
都市計画税

（内容は下記）
地方自治体の権限で収入できる財源

国や府の意思決定に基づき交付される財源
（　）…予算に占める割合

「①市税」の内訳 「②税外収入」の内容
37億   979万円

912万円
52億   359万円
1億   334万円
6億1,219万円
9億7,816万円

8億

287億 5,402万円一般会計
会 計 名 歳 入

決 算 額 形式収支額（Ａ）
（歳入ー歳出）

繰り越すべき
財源（Ｂ）

実質収支額
（Ａ－Ｂ）歳 出

283億 8,800万円 3億 6,602万円 1億 246万円 2億 6,356万円

（内訳は下記）

114 億 1,619 万円
（39.7％）

①市税

20 億 4,490 万円
（7.1％）

②税外収入
51 億 9,666 万円
（18.1％）

③国庫支出金

37 億 1,832 万円
（12.9％）

④地方交付税

24 億 62 万円
（8.3％）

⑤市債

22 億 3,672 万円
（7.8％）

⑥府支出金 17 億 4,061 万円
（6.1％）

⑦譲与税･交付金

…自主財源

…依存財源

（平成 28 年度末時点での住民登録人口により算出）

　平成 28 年度の一般会計における最終予算現額は 306 億 448 万円で、この予算に対する決算額は、歳入が 287 億
5,402 万円、歳出が 283 億 8,800 万円で、差し引き 3 億 6,602 万円となりました。このうち翌年度へ繰り越すべき
財源 1億 246万円を差し引いた実質収支の額は 2億 6,356 万円となり、13年連続の黒字決算となりました。

※端数処理の関係上、歳入・歳出および形式収支額などの計が一致しないことがあります。

諸収入、使用料および
手数料、繰越金、分担金
及び負担金、財産収入、
繰入金、寄附金

歳 入

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

◎ 一般会計　歳出の概要
【義務的経費】
①扶助費…低所得高齢者支援臨時福祉給付金で 2 億 1,456 万円の
増、障がい者総合支援給付事業で 1 億 2,728 万円の増などがあり、
前年度比 3.3％増の 82億 872万円となりました。
②人件費…職員給は人事院勧告による増額の給与改定があった
ものの 6,855 万円の減となり、退職手当で 2 億 6,285 万円の
減となったことから、前年度比 10.0％減の 39 億 2,132 万円
となりました。
③公債費…市債の返済に要する経費で、前年度比 1.7％減の 30
億 6,656 万円、借換えに伴う支出額を除いた実質的な決算額は、
前年度比 1.8％減の 28億 6,096 万円となりました。
【投資的経費】
④投資的経費…小学校施設整備事業で 2 億 2,403 万円の減、助
松市営住宅耐震改修事業で 1 億 2,274 万円の減、河原町市営住
宅整備事業で 8,895 万円の減となったものの、体育館施設整備
事業で 2 億 9,817 万円の増、旭小学校増改築事業で 2 億 8,277
万円の増、消防庁舎施設整備事業で 1 億 5,929 万円の増などに
より、前年度比 24.8％増の 27億 7,067 万円となりました。
【その他の経費】
⑤その他…積立金では、河原町市営住宅の余剰地の土地売払収入
もあり、泉大津市営住宅整備基金積立事業で 1 億 4,580 万円の増
となりました。繰出金では、下水道事業特別会計繰出金で 1 億
49 万円の減などがあり、前年度比 3.3％減の 43 億 4,693 万円と
なりました。補助費等では、病院事業会計繰出金事業で 6 億
7,610 万円の減となり、前年度比 24.5％減の 22 億 5,705 万円、
その他の経費全体では、前年度比 9.5％減の 104 億 2,073 万円
となりました。

■ 特別会計と企業会計の決算状況

歳出の決算は、経費の経済的な性質に着目した「性質別分類」と行
政目的に着目した「目的別分類」に分類することができます。性質
別分類では平成 28 年度の概要を、目的別分類では、市民１人あた
りの歳出額をお知らせします。

目的別歳出を「市民１人あたり」に置き換えると…

※端数処理の関係上、歳入・歳出および形式収支額などの計が一致しないことがあります。

37 万 7,054 円市民１人あたりの歳出総額
（平成 28 年度末時点での住民登録
人口により算出）

204億 7,873万円
8億 3,926万円
97億 9,578万円
47億 6,619万円
 7億 9,381万円
1億 8,906万円
40億 9,463万円

土地取得事業特別会計
国民健康保険事業特別会計
介護保険事業特別会計
後期高齢者医療特別会計
駐車場事業特別会計
下水道事業特別会計

特 別 会 計
会 計 名 歳 入

決 算 額 形式収支額
（歳入ー歳出）
（Ａ）

翌年度へ
繰り越すべき
財源（Ｂ）

実質収支額
（Ａ－Ｂ）

資金過不足額
（Ａ－Ｂ）

歳 出
206億  9,103万円
8億 3,926万円
98億 4,848万円
47億 4,051万円
7億 6,460万円
4億 6,555万円
40億 3,263万円

▲2億 1,230万円
0万円

▲5,270万円
2,567万円
2,921万円

▲2億 7,649万円
6,200万円

0万円
０万円
０万円
０万円
０万円
０万円
0万円

▲2億 1,230万円
0万円

▲5,270万円
2,567万円
2,921万円

▲2億 7,649万円
6,200万円

30億 4,956万円
10億　  41万円
20億 4,915万円

病院事業会計
水道事業会計

企 業 会 計
会 計 名 流 動 資 産（A） 流 動 負 債（B）

24億 8,544万円
20億 4,191万円
4億 4,353万円

5億 6,412万円
▲10億 4,150万円
16億     562万円

121 億 9,120 万円
（42.9％）

　民生費

82 億 872 万円
（28.9％）

①扶助費

27 億 7,067 万円
（9.8％）

④投資的経費
30 億 6,656 万円
（10.8％）

③公債費

39 億 2,132 万円
（13.8％）

②人件費

30 億 2,378 万円
（10.7％）

　公債費 30 億 8,971 万円
（10.9％）

　土木費

26 億 3,141 万円
（9.3％）

　衛生費

9 億 426 万円
（3.2％）

　消防費
10 億 9,093 万円
（3.8％）

　その他

28 億 4,674 万円
（10.0％）

　教育費

26 億 997 万円
（9.2％）

　総務費

性質別

支出が義務付けられてお
り任意に削減することが
できない経費

学校や道路などの建設・
整備に要する経費

…義務的経費

…投資的経費

…その他の経費

　民生費（高齢者や児童の福祉に）
　土木費（道路・河川・公園整備に）
　公債費（借入金の返済に）
　教育費（学校、公民館、生涯学習に）
　衛生費（ごみ処理や病気予防に）
　総務費（窓口業務、税金徴収に）　　
　その他（議会、商工、農林水産に）
　消防費（消防活動、防災活動に）

1,925円
1,038円
162円
7,811円
4,951円
4,666円
4,491円
2,010円

16万
4万
4万
3万
3万
3万
1万
1万

283 億 8,800 万円歳出

A

HG
F

E

D

C

A

H
G
F
E
D
C
B

B

繰出金
物件費
補助費等
積立金
維持補修費
貸付金

104 億 2,073 万円
（36.7％）

⑤その他

目的別
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ここでは、泉大津市の平成 28 年度の一般会計決算を、「おづみんの家計簿」に置き換えています。
イメージがつきやすいように、5,000 分の１に縮小してみました。家計簿なので、単純に比べら
れないところもあります。あくまでも参考としてご覧ください。

おづみんの家計簿

収 入 支 出

平成 28 年度の一般会計決算を、家計簿におきかえてみると…？

おづみんの「収入」

おづみんのローンと貯金

歳 入 おづみんの「支出」歳 出

収 入 の 内 容 収 入 額

家計の残高お づ み ん 家

会社からの給料
実家からの援助
銀行などからの借入金
その他の収入

１年間の収入合計

パート･家賃収入
不動産収入
前年度からの繰越
貯金の取り崩し

228万円
258万円
48万円
41万円
10万円
19万円
7万円
5万円

575万円

（＋2万円）
（－16万円）
（＋8万円）
（－9万円）
（－1万円）
（＋6万円）
（－2万円）
（－12万円）
（－15万円）

（－5万円）
（＋10万円）

（－9万円）
（＋5万円）
（－3万円）
（－1万円）
（－15万円）
（±0万円）
（＋8万円）
（＋8万円）
（－15万円）

ローン
貯金（現金）

563万円
64万円

支 出 の 内 容 支 出 額
食費
医療・介護費用など
子どもへの仕送り
ローン返済
会費・お祝い金など
光熱水費
その他の支出

1年間の支出合計
家の増改築･修理代･貯金など

78万円
164万円
87万円
61万円
45万円
58万円
75万円
75万円
568万円

（39.7％）
会社からの給料

（13.8％）食費

（28.9％）

医療･介護
費用など

（10.8％）
ローンの返済

（7.1％）
その他収入

（44.8％）

実家からの
援助

（8.4％）
銀行などからの
借入金

（8％）

会費･
お祝い金など

（15.3％）

子どもへの
仕送り

■ 平成 28年度　おづみんの家計決算の円グラフ

（13％）
その他支出

（10.2％）
光熱水費

（　）内は前年度比

（　）内は前年度比

（　）内は前年度比

借入金と財産の状況
（平成 29 年６月 30 日時点）

会　計　名
一般会計
土地取得事業特別会計
下水道事業特別会計
水道事業会計
病院事業会計
合　　　計

有　価　証　券
泉大津市財政調整基金
泉大津市都市施設整備基金
泉大津市福祉基金
交流とふれあいのまちづくり基金
泉大津市減債基金
深喜人材育成基金
泉大津市公園墓地基金
泉大津市介護給付費準備基金
辻川穐太郎やすらぎ基金
泉大津市がんばろう基金
佐野幸子基金
泉大津市地域環境基金
八木稔すこやか基金
泉大津市環境整備資金貸付基金
泉大津市市営住宅整備基金
テクスピア大阪産業振興整備基金
泉大津市セーフコミュニティ基金
泉大津市ふるさと応援基金
泉大津市下水道基金
泉大津市公共施設整備基金
小　計

基
　
　
金

合　計

■ 市の借入金（市債・企業債）現在高

■ 市の財産現在高
区　分 現 在 高

2,350
11億2,242
5億1,473
2,234

2億5,737
2億5,668
1億3,487
4,761

1億8,936
8,916
3,212
3,713
8,994
6,631
6,113

1億5,868
2億   666
5,943
8,143

2億1,780
1,237

36億5,754
36億8,104

　　現　在　高
281億6,040
22億9,828
251億5,103
34億   807
50億1,584
640億3,362

万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円

万円
万円
万円
万円
万円
万円

平成 28 年度決算における健全化判断比率と
資金不足比率（暫定値）を公表します。

財政用語解説　主な歳入
わかりにくい
財政用語を
解説します！

　地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づき、平成 28 年度決算において算定した健全化判断比率（4 指標）
および資金不足比率を暫定値として公表します。4 指標のうち、実質赤字比率、連結実質赤字比率は収支が黒字であっ
たため、該当はありません。実質公債費比率は、前年度の 18.2％から 1.7 ポイント改善し 16.5％となりました。将来
負担比率は、前年度の 138.8％から 20.4 ポイント改善し 118.4％となりました。また、公営企業の資金不足比率も該
当はありません。
　地方公共団体の財政の健全化に関する法律による、健全化判断比率（4 指標）はいずれも早期健全化基準以下であり、
着実に改善が図られているところですが、未だ複数の会計において赤字を抱えていることもあり、依然として厳しい財
政状況に変わりありません。今後も効率的で効果的な財政運営に努めてまいります。

実質赤字比率
連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

指 標 名 概 要 比 率 早期健全化基準 財政再生基準
泉 大 津 市 国 の 基 準

28年度 27年度 28年度 27年度 28年度 27年度
標準財政規模に対する一般会計等の赤字の割合
標準財政規模に対する全会計の赤字の割合
標準財政規模に対する借入金返済の負担を
３か年の平均で示した割合
標準財政規模に対する将来本市が支払う借
入金返済の割合

―
―

―
―

25.0%以上

350.0%以上

25.0%以上 35.0%以上

350.0%以上

16.5%

118.4%

18.2%

138.8%

12.65%以上
17.65%以上

20.00%以上
30.00%以上

12.67%以上
17.67%以上

35.0%以上

20.00%以上
30.00%以上

資金不足比率

指 標 名 事 業 名 概 要 泉 大 津 市 国の基準
28年度 27年度 経営健全化基準

水道事業会計

病院事業会計

下水道事業特別会計

公営企業の事業規模に
対する資金不足の割
合。この割合が高い場
合、経営状況が悪いこ
とを指します。

―

―

―

―

―

―

20.0％以上

■ 健全化判断比率：４指標

■ 資金不足比率
※黒字である場合には「ー」の表示となります。

※不足額がない場合には「ー」の表示となります。

地方譲与税・交付金

地方交付税

国庫支出金

寄附金

市債（借入金）

地方税法に基づき、市民の皆様や市内の法人の皆様からおさめていただく税金のことです。
国や都道府県が徴収した税金の一部を市町村に配分されるものです。本市では、譲与税は自動車重量税
譲与税、地方揮発油譲与税などがあり、交付金は利子割交付金、配当割交付金、地方消費税交付金など
があります。また、地方税の減収額を補うため、国から交付される地方特例交付金があります。
地域の状況の違いにより生じる地方税収の差を調整し、すべての地方公共団体が一定の行政サービスを
提供できるようにするため、国から地方公共団体に対し財源を交付されるものです。毎年度、一定の算
定により交付される普通交付税と、普通交付税で捕捉されない特別の財政需要に対して交付される特別
交付税があります。
市が行う特定の事業などに対し、国からその特定事業に対して交付されるものです。事業の性質に応じ
て負担金、補助金、委託金の３種類に分けられます。
市民や団体などから無償で市に対して寄附されるものをいいます。
一般寄附金と使途を制限される指定寄附金があります。
市が道路の整備や学校、公共施設などの建設事業で多額の整備費用がかかる場合に、国や銀行などから
長期にわたり借り入れる資金です。

解　説用　語
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況

8

8

事

計 料

計

計

％

分

率

％

分

率

001
戸861,5万3
人982,5万7

％

出支的益収◆ 入収的本資◆

入収的益収◆

合入収
金担負計会他

債業企
金担負事工入収的益収◆

2成平

2成平

状務業期半上度年92成平

円万3.385,5
円万1.944
円万2.254,3
円万2.769,3
円万2.561,5億2

託委
費事工負請

息利払支
費件人
費水受

合入収
益収他のそ
入戻金受前期長
益収事工託受

金入加
金料道水

円万7.796,8億7
円万1.215
円万0
円万4.270,2
円万2.311,6億7

合入収
益収他のそ
金助補計会他

金入加
金料道水

区 13.3.92H～1.4.82H03.9～1.4.92H

1.39
㎥187,6万108
㎥500,6万2
㎥985,3万2
㎥12万168

％8.29
㎥799,6万004
㎥582,5万2
㎥685,3万2
㎥136,6万134

収有
量水収有
量水配大最日一
量水配均平日一

量水配

どな量水収有びよお量水配■

区 在現13.3.92H在現03.9.92H

001
戸188,5万3
人372,5万7

及普
数戸水給
口人水給

況状及普の道水■

道水度年82成平

　

　

   
 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

     
     

 
 
 
 
 
 
 
 

  
  
  
  
  
  
  
  
  

　

　 　

　

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

　

　
　

　
　

　

 
 

　

　

　
　

　
　

　
　 　

況

て

算

入

計

計

出支的本資◆

円万5.628,8億4
円万5.990,5億1
円万0.727,3億3

合出支
金還償債業企

費良改設建

出支的益収◆

円万8.939,7
円万8.264
円万0.000,5
円万0.774,2

いつに支収計会業事道水の度年

状算決度年8

円万5.867,5億41
円万3.419,4
円万5.905,1
円万8.405,2
円万3.952,5億1
円万0.965
円万0.231,7
円万0.357,2億4
円万8.775億1
円万8.845億6

合出支
用費他のそ

費力動
費繕修
料託委

費事工負請
息利払支
費却償価減

費件人
費水受

円万6.497,6億71
円万5.847,7
円万1.685,3億1
円万0
円万2.881,3
円万8.172,2億51

決業

処るれ入み組に金本資己自で会議市回３第年92成平
円万7.6248億82ちうの円万3.8181億23金余剰益利

と生発金余剰の円万3.818,1億23てせ合と円万2.29
のらか年前、りなと字黒の円万1.620,1億3とすまき
、りなと円万5.867,5億41が額計合の出支的益収、円万
が額計合の入収的益収、は）。すでのもす表を績成営
るゆわい、で用費と益収のてべするす生発てっ伴に動
の間年１、はと支収的益収（支収的益収の況状算決度

）口窓番62階２所役市（課道水］合問［

　

　

   
 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

     
     

 
 
 
 
 
 
 
 

  
  
  
  
  
  
  
  
  

　

　 　

　

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

　

　
　

　
　

　

 
 

　

　

　
　

　
　

　
　 　

（（（（

8計

計

計

計

費
！（
入購車転自用乗同人２児幼

課境環合問
数人定予成助▷

なと外象対付
に前入購ず必※
間期請申前事▷
万４…き付能機
動電額度限▷
用児幼びよお席
捨り切は満未円
購額金成助▷
定が会協全安品

※(クGS「はくしも)1※(クAAB「で車転自たし
入購に後たけ受を知通の書諾承入購らか市車転自象対▷

）みの台１きつに帯世１（とこいないてけ受を金成助
るよに度制のこに去過⑤とこるす当該に件要るめ定に綱
要付交、他のそ④とこるいてし育養上以人２を児幼の満
未歳６③とこいなが納滞のどな税市、てめ含を員帯世の
一同②とこるいてし住居に現つか、し有を所住に内市①

）すまりあが要必すた満てべすを⑤～①（象対▷
。すましと選抽は合場の数多請申、に内間期請申前事
。すまし付交を金成助、てし対に人るす入購を車転

自用乗同人２児幼、てしと的目をとこるす進推をりくづち
まいしさやにもど子、にもととるす慮配に境環、はで市

入収的本資◆

円万0
円万0

合入収
金担負事工

出支的本資◆

円万9.235,4億1
円万1.628,7
円万8.607,6

合出支
金還償債業企
費良改設建

2成平

円万4.455,1億4
円万5.722,1
円万1.646
円万8.360,1

合出支
用費他のそ

費力動
費繕修

,合

れさ決可が案分
平、はていつに
利分処未おな

。たしまりな
7億92金余剰
き引し差を支収
万6.497,6億71
営経の業企のそ
動活営経の業企
度年82成平

！ ！すまし集募加追んせまりあは限制得所

　

　

   
 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

     
     

 
 
 
 
 
 
 
 

  
  
  
  
  
  
  
  
  

　

　 　

　

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

　

　
　

　
　

　

 
 

　

　

　
　

　
　

　
　 　

））））請請請請申申申申にににに前前前前入入入入購購購購
金

購購入前に申請）
成助費

２後前席座用児幼用専たし入購時同※）て捨
千、しだた（額るす当相に１の分２の費入購

クーマ合適」準基定認の性全安「るめ定

。すまいてれ
処入本資自議年成平

　

　

   
 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

     
     

 
 
 
 
 
 
 
 

  
  
  
  
  
  
  
  
  

　

　 　

　

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

　

　
　

　
　

　

 
 

　

　

　
　

　
　

　
　 　

）いさだく覧ごをジーペム
どな業事定認スウハコエ★業事置設

業事入購器湯給率効高★業事置設ムテスシ電発光
！すま

者望希付交金助補だまだま、もで業事用活金基境環

）口窓番12階2所役市（
後前人06数

。いさだく意注ご、でのすまり
受は請申の後入購！！いさだくてし請申に

㈮日51～㈮日１月21間
円千５万

トスシア動電、円万３…し無能機トスシア動
。すまみ含も用費る係に個２トッメルヘ用
２後前席座用児幼用専たし入購時同※）て捨

　

　

   
 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

     
     

 
 
 
 
 
 
 
 

  
  
  
  
  
  
  
  
  

　

　 　

　

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

　

　
　

　
　

　

 
 

　

　

　
　

　
　

　
　 　

ムーホはくし詳（
設クンタ水雨★
光陽太用宅住★
まいてし集募を
環域地の記下※

製人法団財般一)2※(、クーマ合適」準基全安車転自「るめ
定が会協車転自人法団社般一)1※(。んせまりなと象対は品
売転びよお品古中、しだた。のもたし備装を）のもるあが
ドーガドッヘ（席座用児幼用専の席２に後前、りおてれさ
付貼が類種２の」クーマ車合適準基乗同人２児幼「、と」)2
※(クーマGS「はくしも」)1※(クーマAAB「、で車転自たし

※職員数は一般職に属する職員数で、臨時および非常勤職員を除いています。
※おもな増減理由…業務増、退職者不補充など
[   ] 内は条例定数の合計です。

※人件費には児童手当を含みません。

（平成 29 年 4 月 1 日現在）

2 .  職員の給与の状況

　　　　区分
部門

一
般
行
政
部
門

平成 29年
6
76
25
119
24
2
1
4
29

59
84

15
8
26

286 281

430 424

0
4
1
0
▲2
0
0
0
2

0
1

303 309 ▲6
0
▲1
0

5

対前年
増減数

職員数 (人 )

議 会
総務企画

農林水産

税 務
民 生

商 工
土 木
計

衛 生
労 働

教 育
消 防

病 院
水 道
下 水 道
そ の 他

352 359 ▲7小 計

合 計

6小 計

⑴人件費の状況
　普通会計決算

区分

28年度

住民基本台帳
人口
(29.1.1)

歳出額
（A）

283 億
1,112 万円

実質収支

2 億
6,356万円

人件費
（B）

39 億
1,327 万円

人件費率
（B/A）

13.8％ 14.9％7万 5,577 人

( 参考 )
27 年度の
人件費率

⑵ 職員給与費の状況
　普通会計決算

14 億
3,646 万円

23億
8,774 万

３億
6,962 万円

５億
8,166 万円

430
人 555.3 万円

区分

28年度

職員数
（A） 給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）

一人当たり
給与費（B/A）

給 与 費  

市では、毎年 12 月に前年度における職
員数や、職員の給与といった職員に関
する情報を公表しています。詳しくは
は、市役所 4 階の情報公開コーナーで
閲覧できるほか、市のホームページで
も閲覧できます。
問合　人事課（市役所 4階）

782
[1,059]

783
[1,059]

▲1
［0］

市の職員数や給与などを公表します
泉大津市人事行政の運営等の状況の公表 ( 平成 28 年度分 )

部門別職員数の状況と主な増減理由（各年 4 月 1 日現在）

公
営
企
業
等
会
計
部
門

普

通

会

計

部

門

※職員手当には退職手当、児童手当を含みません。
※職員数は、平成 29 年 4 月 1 日現在の人数です。
※給与費については、再任用職員（短時間勤務）の給与費が含ま
れており、職員数には当該職員を含んでいません。

 1 人当たり平均支給額は、全職種に係る職員（企業職、市立病院の医師などを
含みます）に支給された平均額です。

一般行政職

期末手当・勤勉手当（平成 28 年度）

⑶職員の平均年齢および平均給料月額

(5) 職員の手当

（平成 29 年 4 月 1 日現在）⑷職員の初任給

区分
泉大津市

平均年齢
41.2 歳

平均給料月額
30 万 7,616 円

区　分

一般行政職

泉大津市初任給
18 万 4,800 円
15万 5,800 円

大学卒
高校卒

泉大津市
１人当たり平均支給額 129 万 4千円
支給割合　　期末手当　　勤勉手当
　　　　　   2.60 月分 　1.70 月分
加算措置　　職制上の段階、職務の級

などによる加算措置

国
－

支給割合　　期末手当　　勤勉手当
　　　　　　2.60 月分　 1.70 月分
加算措置　　職制上の段階、職務の

級などによる加算措置

（平成 29 年 4 月 1 日現在）

市　長
副市長
教育長
議　長
副議長
議　員
市　長
副市長
教育長
議　長
副議長
議　員

給
料  

報
酬
　

期
末
手
当

　　給料月額など
71 万 2,000 円　（89万円）
63万 2,000 円　（79万円）

　　　　63万          　　（70万円）
   61 万                           　  
58 万          
55 万   　　　　　　　　　                     

(28 年度支給割合 )
　　4.25 月分　　

(28 年度支給割合 )
4.25 月分

区　分
(6) 特別職の報酬など

 給料の（　）内は、減額措置を行う前の金額です。

3. 平成 28 年度に実施した職員採用競争試験の状況

区分
上級事務職
上級土木職
社会福祉士

消防吏員（上級）
消防吏員（初級）
診療情報管理士
診療放射線技師
作業療法士
言語聴覚士
薬剤師
看護師
保育士

受験者数
68 人
5人
12人
29人
187人
2人
4人
2人
1人
1人
21人
25人

合格者数
11 人
1人
2人
2人
4人
1人
2人
2人
1人
1人
7人
5人

1 . 職員の任免に関する事項

平成 28年
6
72
24
119
26
2
1
4
27

59
85

15
9
26
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市立病院から　　　のお知らせ

　平成 28 年度の進捗について、医療機能に関しては、患者数が入院・外来ともに減少しておりますが、人工透析につい
て平成 28 年４月より新しい常勤医師が着任したことや、平成 29 年度に向けて整形外科の常勤医師を確保し、入院の受
け入れを再開する見通しが立ったことなど、今後に向けてのプラス要因もあります。
　経常収支の状況は、経費の削減などにより、費用については一定の削減効果が認められますが、収益については前掲の
患者数の減少などにより伸び悩み、収支差引である経常損益については収支計画を 3,600 万円下回る結果となりました。
詳しくは病院ホームページをご覧ください。

市立病院新改革プランの進捗状況について

医療機能にかかるもの 経営指標にかかるもの

A 32 年度目標値

B 28 年度実績値

B－A

190.0

161.9

△28.1

650.0

612.2

△37.8

100.0

92.7

△7.3

入院患者数
（人／日）

外来患者数
（人／日）

経常収支
比率（％）

95.1

87.6

△7.5

医業収支
比率（％）

経常収支の状況

A 28 年度計画値

B 28 年度実績値

B－A

5,462

5,282

△180

5,844

5,700

△144

△382

△418

△36

C 経常収益
（百万円）

D 経常費用
（百万円）

CｰD経常損益
（百万円）

←病院HPはこちら

　今年度の入院患者数は延 5万 9,077 人 (１日平均 161.9 人）で、前年度と比較し、2,651 人 (１日平均 6.8 人）の減少となり、
病床利用率は 70.4％（前年度 73.3％）となりました。
　外来患者数は延 148,773 人 (１日平均 612.2 人）で、前年度と比較し 9,375 人　(１日平均 38.6 人）の減少となりました。

［問合］病院総務課（☎32・5622）

　平成 28 年度の収益的収支（※１）について
は、収益は 52 億 8,256 万円で、前年度に比べ、
8 億 920 万円（13.2％）の減収となりました。
費用は 57 億 1,970 万円で、前年度に比べ、
8,216 万円（1.4％）の減少となり、収益的収
支としては 4 億 3,714 万円の純損失となりま
した。
　また、資本的収支（※２）については、一
般会計繰入金などの収入 3 億 1,991 万円、企
業債償還金などの支出 5 億 6,589 万円となり、
2億 4,598 万円の不足となりました。

入院収益
外来収益
一般会計繰入金
その他
収入計

27 億 8,128 万円
15 億 4,103 万円
5億　799 万円
4億 5,226 万円
52 億 8,256 万円

一般会計繰入金
その他
収入計

3 億 1,591 万円
400 万円

3 億 1,991 万円

企業債償還金
器械備品等購入費
建設改良工事費
その他
支出計

4 億 2,772 万円
1億 3,174 万円

0万円
643 万円

5 億 6,589 万円

給与費
材料費
経費
減価償却費
支払利息
その他
支出計

31 億　650 万円
8億 5,575 万円
11 億 4,590 万円
2億 9,606 万円
1億 1,414 万円
2億　135 万円
57 億 1,970 万円

※２・医療機器の更新や病院施設の建設
改良経費を中心とした収支（税込）

平成 28 年度  市立病院事業 決算
業 務 の 状 況

28 年度決算の状況 収 益 的 収 支 （※１） （※２）

◆収入 ◆収入

◆支出

◆支出

資 本 的 収 支

　市立病院では昨年度、国が示したガイドラインに沿って「泉大津市立病院新改革プラン」を策定しました。
新改革プランは平成 28 年度から平成 32 年度を計画年度とし、平成 32 年度に収支均衡するよう医療機能および経営指標
にかかる目標を設定して、その実現に向けてさまざまな取り組みをすすめています。新改革プランでは、その進行管理に
ついておおむね年１回点検・評価することとしており、今月号の広報では、初年度となります平成 28 年度の実施状況に
ついてお知らせします。　

※１・主に医療行為による収入と病院の
維持管理経費を中心とした収支（税抜）

15 広報いずみおおつ　平成29年12月号 14

市立病院から　　　のお知らせ

　平成 29 年 5月に発足したボランティア委員会は、現在病院の職員 10 人で活動しています。月 1回のペースで活動日を設定し、
多くの職員も参加して病院周りの清掃、花壇の手入れ、院内飾り付け、イベント開催などの活動を行っています。

★活動記録★
【  6 月】　病院周りの清掃、七夕の飾り付け
【  7 月】　花壇やフラワーポット（ロータリー周辺）

に花の植え付け
【  8 月】　病院周りの清掃、花壇の手入れ
【  9 月】　病院周りの清掃、花壇の手入れ
【11 月】　花壇に花の植え付け（冬に向けた花）
【12 月】　♪クリスマスコンサート♪

ボランティア委員会が活動しています !!

！！健康
大
作
戦

知ってトクする 元気になれる　知ってトクする 元気になれる　

ップアップ 冬のウォーキングを
安全に行うポイント！

　健康維持のためにウォーキングや散歩を日課にしている
人も多いと思いますが、歩く前に準備運動をしていますか？
寒いと体は縮こまり、思っている以上に硬くなっています。
また室内と屋外の気温差も大きくなるため、服装にも注意
が必要です。
　今月は、冬のウォーキングの安全ポイントをご紹介します。
■まずは体をほぐそう！
　冬は体が温まりにくく筋肉もこわばっているため、ウォー
キング前にはストレッチで筋や関節を動きやすくしましょ
う（図参照）。ストレッチは必ず息をしながら行い、「痛い
けれど気持ちいいと感じる」ことが大切です。「痛くてつら
いと感じる」ストレッチにはあまり効果がありませんから
注意してください。

■服装で気を付けること
　家の中と外で気温差が大きいため、きちんと防寒対策を
しましょう。マフラーや手袋はもちろんですが、意外と忘
れがちなのが帽子です。帽子は防寒のほか、転倒した際の
衝撃を和らげる役目もあるのでかぶることをおすすめしま
す。また、服装は重ね着が効果的ですが歩くうちに温まっ
てくる体温を調節するため、脱ぎ着しやすいものを選びま
しょう。
　寒いとどうしても外に出かけることが少なくなり、運動
量も減りがちです。冬のウォーキングには運動量の維持や
冷えの解消などプラス効果も大きいので、ご紹介したポイ
ントに気をつけて安全に行ってください。また年に 1 回、
特定健診を受けて健康づくりに役立てましょう。

問合　保険年金課（市役所1階6番窓口）

コラム

★活動記録★
【  6 月】　病院周りの清掃、七夕の飾り付け
【  7 月】　花壇やフラワーポット（ロータリー周辺）

に花の植え付け
【  8 月】　病院周りの清掃、花壇の手入れ
【  9 月】　病院周りの清掃、花壇の手入れ
【11 月】　花壇に花の植え付け（冬に向けた花）
【12 月】　♪クリスマスコンサート♪

夏に向けて植えた
ひまわりがきれい
に咲きました♪

花いっぱい
笑顔いっぱいの
病院になったら
いいな♪

夏に向けて植えた
ひまわりがきれい
に咲きました♪

花いっぱい
笑顔いっぱいの
病院になったら
いいな♪

【内ももと股関節】
足を広めに開いて、膝に手を
つき、片足をのばしながら腰
を落とす。内ももをのばし股
関節をほぐす。

【ふくらはぎ】
少し広めに足を前後に開いて、
腰をゆっくり落とし、ふくら
はぎをのばす。
片足10秒程度で両足行う。
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